





































































































































































































































































































































































If obstacles arise but you still only want that which does not 
cost anything, the will becomes a wish.［...］Will in the full sense 
of the word, however, creates in its coming into being a resistance 

































































































































































































































し、そして「老婆がもし②まで話を終えていれば、彼女は < 懲罰 > の意








































死人の髪の毛を抜くと云ふ事は、何ぼう < 悪 > かもしれぬ」と、「今又、
































































































（15） José I. Navarro.The Psychology of Hatred. The Open Criminology Journal, 
2013, 6:10.









（22） 本稿において、憎悪に関する論点は下記のMacalester BellのHard Feelings: 
The Moral Psychology of Contemptという著作を参考にしている。
（23） 関口安義「自己解放の叫び――「羅生門」」『芥川龍之介:実像と虚像』（洋々
社，1988年，第48頁）
（24）（19）に同じ，第132頁。
（25）（5）に同じ，第20頁。
（26） 篠崎美生子「排除する物語/排除された物語――もうひとつの「羅生門」（国文
学研究第123号，1997年10月，第87－88頁）
（27） フィリッパ・フット『人間にとって善とは何か:徳倫理学入門』（筑摩書房，2014
年，133頁）
58　芥川龍之介「羅生門」論
